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コロッケフェスティバル大盛況！

コロッケ早食い選手権

女子の部

各所で

長蛇の列が！

ありがとう

ございます～！

コロッケ早食い選手権
男子の部

「ご当地コロッケ」日本一の投票結果は…１位　　たまコロ（北海道）
２位　　飯村牛コロッケ（土浦市）３位　　えんべつコロッケ（北海道）市長賞　はんぺんコロッケ（竜ヶ崎二高）　　　　さばコロッケ（和歌山県）　でした！
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2019 年 10 月後半号

今号の表紙：「第７回全国コロッケフェスティバ
ル in 龍ケ崎」当日の様子。16 都道府県から 35
店舗が出店し、約５万 7,000 人が来場しました。

龍ケ崎市の人口【10/1 現在】
総数…77,240（+23）

世帯数…34,066（+51）

男性…38,555（+18）

女性…38,685（+ 5）

ごみ・資源物排出量
市民１人１日あたり

※資源物には集団回収（子ども会・長寿会など）での回
収量は含みません

実績値
（R 元 .8 月）

前年度同月比
（H30 年度）

元年度累積実績値
（H31.4 ～ R 元 8 月）

家庭ごみ 686g ＋ 12g 700g

資源物 90g ＋ 3g 93g

11月２日（土）～ 17日（日）9:00～17:00
歴史民俗資料館（5 日・11 日休館）

北澤　廣城
Hiroki Kitazawa

略歴
1963 年 茨城県龍ケ崎市生まれ
1987 年 日本大学芸術学部卒業。在学中、瀧富士美術賞受賞
1989 年 茨城一水会に所属。以後茨城一水会展出品
1990 年 第 52 回一水会展に初入選。以後毎年出品
2004 年 ART BOX「人－アーティストが表現する人物」掲載
2006 年 茨城県芸術祭優賞受賞
2007 年 一水会会友推挙

2010 年
第 72 回一水会展。有島生馬奨励賞受賞
一水会、名古屋展巡回展出品

2011 年 第８回一水会精鋭展出品（選抜展）
2014 年 第 11 回一水会精鋭展出品（選抜展）

現在 一水会会友

左上から時計回りに「期待」「夏の香り」「憩う」「託夢」

02　第 28 回龍ケ崎市民
文化芸術フェスティバル

04　11 月５日は龍ケ崎教育の日。11 月は龍ケ
崎教育月間です

06　保健センターからのお知らせ

07　市民活動センターをご利用ください

08　平成 30 年度決算の状況

12　佐貫駅ヒストリー No.3

13　お知らせ

21　りゅうほー広場

22　まちのできごと／るみちゃんさんぽ

24　わがやの天使大集合
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10月30日（水）～ 11月24日（日）

文化会館（11 月 5 日・11 日・18 日休館）

■主催：公益財団法人龍ケ崎市まちづくり・文化財団　■主管：龍ケ崎市民文化芸術フェスティバル運営委員会
■協力：龍ケ崎市文化協会／龍ケ崎市レクリエーション協会／龍ケ崎市音楽協会　■後援：龍ケ崎市／龍ケ崎市教育委員会

■問い合わせ：文化・生涯学習課文化学習推進グループ☎内線 221

市民レクリエーション
まつり

11/3（日）13:00 から

映画上映会「劇場版ポケットモンスター
ミュウツーの逆襲　EVOLUTION」

11/16（土）① 10:00 から② 14:00 から／無料

吟詠･津軽三味線･箏曲
･民謡･大正琴のつどい
11/4（月）11:00 から

絵画展
10/30（水）～ 11/4（月）

▶場所：小ホール

ウッドバーニング教室
11/3（日）10:00 ～ 15:00

無料・先着 20 人
▶場所：ロビー

写真・ちぎり絵・陶芸展
11/13（水）～ 17（日）

▶場所：ロビー

書道・俳句・短歌・川柳展
11/20（水）～ 24（日）

▶場所：小ホール

洋舞
11/17（日）13:00 から

いけばな展
11/9（土）・10（日）

▶場所：ロビー

篆刻の作り方教室
11/23（土）10:00 ～ 15:00

無料・先着 20 人
▶場所：ロビー

小学校・中学校作品展
11/15（金）～ 17（日）

▶場所：ホワイエ

芸能祭
11/2（土）9:30 から

小学校・中学校音楽祭
11/7（木）9:00 から

ウッドバーニング展・
団体展示

10/30（水）～ 11/4（月）
▶場所：ロビー

いけばな体験教室
11/10（日）13:00 ～ 15:00

無料・先着 15 人
▶場所：ロビー

洋らん展
11/15（金）～ 17（日）

▶場所：小ホール

篆刻・工芸展
11/20（水）～ 24（日）

▶場所：ロビー

龍音祭Ⅰ
11/23（土）12:30 から

歌謡舞踊と
小曲のつどい

11/10（日）10:00 から

茶会
11/23（土）10:00 ～ 15:00

２席 600 円
▶場所：和室・小会議室

幼稚園・保育園児絵画展
11/9（土）～ 13（水）

▶場所：ホワイエ

竹細工教室
11/24（日）10:00 ～ 15:00

無料・先着 20 人
▶場所：ロビー

盆栽展
11/8（金）～ 10（日）

初日は 10:00 から
▶場所：小ホール

テーブルフラワー教室
11/16（土）

① 13:30 から
② 14:30 から

500 円・先着各 10 人
▶場所：小ホール

龍音祭Ⅱ
11/24（日）9:30 から

ステージ

展示

体験

文化会館・大ホール

文化会館
9:00 ～ 17:00

最終日は 16:00 まで

特別企画　郷土作家展
「北澤廣城」展同時開催

文化会館
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　龍ケ崎市教育委員会では、明日の龍ケ崎市を担う心豊かでたくましい子どもたちを育成する
ため、11 月５日（いい子の日）を「龍ケ崎教育の日」、11 月を「龍ケ崎教育月間」と定めています。
　市では、この教育の日を「市民一人一人の、教育に対する関心と理解を深める日」と位置付
け、学校・家庭・地域社会が連携を図り、教育に関するさまざまな取り組みを行います。

　■ご参加ください！
■たつのこ未来トーク「私たちにできる地域貢献活動」―10 年後の龍ケ崎を考える―

　市内の中学生・高校生が、自分たちの学校で取り組んでいる地域貢献活動
を紹介します。第２部では、龍ケ崎の未来のために自分たちに何ができるか、
これから何が必要なのか、生徒たちが意見交換を行います。ご参加いただ
いた皆さんからのご意見もお待ちしています。ぜひ、ご来場ください！
▶日時：11 月 30 日（土）午後１時から
▶場所：文化会館・大ホール
▶プログラム：第１部＝市内中学校、高等学校の取り組み発表
　　　　　　　第２部＝中学生、高校生による意見交換
　　　　　　　　　　　会場の皆さんとの意見交換

　■募集しました
■親子でつくる給食献立
　「いばらきの旬を味わうメニュー」をテーマに、小中学生の親子を対象に献立を募集しました。それぞれ
の家庭での特徴やアイデアが感じられる献立がたくさん集まりました。
　応募いただいた献立の中から入賞作品を決定し、表彰します。最優秀賞などのレシピは、実際の給食献立
として採用します。

■家族へのメッセージ
　市内保育園児～中学生の家族を対象に、子どもや家族を大切にす
る気持ち・感謝の気持ちや思い・普段感じていることなどを、手紙
の形で募集しました。今年度は、高校生以上の市民の方にも応募を
呼びかけました。
　応募作品は、市公式ホームページや市役所・市公共施設などに掲
示して紹介する予定です。市役所１階での掲示は、11 月中旬～下旬
を予定しています。詳しい掲示場所や期間は、市公式ホームページ
でお知らせします。

　■各教育機関の取り組みを紹介します。ぜひご参加ください！
　11 月５日の龍ケ崎教育の日を中心に、各教育機関ではさまざまな教育月間の取り組みを実施します。多
くの方に子どもたちの生活の様子や校内の雰囲気をご覧いただける機会です。その中から、地域の方なども
参加や観覧ができる取り組みを紹介します。各行事の参加・見学を希望する場合は、あらかじめ参加方法な
どを各学校にご確認ください。
　この他にも多くの取り組みを実施する予定です。詳しくは市公式ホームページ内「教育の日」をご覧くだ
さい。

■小学校
◦龍ケ崎：関係者行事のみ
◦馴柴：関係者行事のみ
◦八原：毎授業日・あいさつ運動／ 11 月８日（金）小中合同あいさつ運動

11 月５日は龍ケ崎教育の日。11 月は龍ケ崎教育月間です
■問い合わせ：文化・生涯学習課青少年育成グループ☎内線 233

▲昨年の市役所での展示の様子
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◦川原代：毎授業日・あいさつ運動／ 11 月２日（土）川っ子ふれあいまつり・ふれあい学級／ 30 日（土） 
期末 PTA・地区合同防災訓練

◦大宮：11 月 20 日（水）茶道教室
◦龍ケ崎西：11 月１日（金）・５日（火）さわやかあいさつ運動／ 16 日（土）みのり集会
◦松葉：11 月１日（金）自由参観日・音楽集会／９日（土）地域合同自主防災訓練／ 21 日（木）文化芸

術による子どもの育成事業（パーカッション）／ 23 日（土）PTA バザー・シクラメンバザー
◦長山：11 月５日（火）自由参観日・芸術鑑賞教室／９日（土）PTA バザー／ 30 日（土）地域合同防災訓練・

長山っ子集会
◦馴馬台：11 月 10 日（日）馴馬台コミュニティセンター祭りでの金管バンドの演奏
◦久保台：関係者行事のみ
◦城ノ内：11 月１日（金）自由参観・音楽祭壮行会／８日（金）小中合同あいさつ運動

■中学校
◦愛宕：関係者行事のみ
◦城南：11 月 19 日（火）龍の子フォーラム・自由参観日／ 20 日（水）ハートいっぱいネットワーク会議
（城南中学校区地域連絡協議会）

◦長山：関係者行事のみ
◦城西：関係者行事のみ
◦中根台：関係者行事のみ
◦城ノ内：関係者行事のみ

■市内高等学校
◦竜ヶ崎第一：11 月 16 日（土）午前 10 時 45 分～午後４時 50 分・学校公開／申込不要
◦竜ヶ崎第二：11 月 18 日（月）午後１時 25 分～２時 15 分・学校公開（道徳・道徳プラス・授業）／学

校 HP から事前に申込
◦竜ヶ崎南：11 月 11 日（月）午後２時～３時 15 分・学校公開／事前に申込
◦愛国学園附属龍ケ崎：関係者行事のみ

■流通経済大学
◦「メディアとスポーツ～視点を変えれば見えてくる！」をテーマに講座を開催
　第１回目は 10 月 27 日（日）のつくばね祭公開講座で、スポーツ健康科学部教授・龍崎孝氏、第２回は
11 月 12 日（火）に TBS アナウンサー・藤森祥平氏、第３回は 11 月 16 日（土）にフリーアナウンサー・
気象予報士・尾崎朋美氏が講演を行います。
　事前に申し込みが必要です。詳細は大学ホームページ、または『りゅうほー』10 月前半号をご覧ください。

教育委員会の委員を紹介します
■問い合わせ：教育総務課総務グループ☎内線 289

　９月３日～ 20 日に開催された「令和元年第２回市議会定例会」で、
野中浩氏（中根台）を龍ケ崎市教育委員会委員に任命することの同意
がなされ、10 月１日付けで委員に任命されました。
　平塚和宏教育長（取手市）・斎藤勝教育長職務代理者（貝原塚町）・
髙橋伸子委員（東京都中央区）・岡澤明子委員（高作町）と共に、５人
体制で学校教育・生涯学習など多岐にわたる教育行政の舵取り役を担
います。

野中 浩氏
■委員任期（１期目）

10 月１日～令和５年９月 30 日
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　市では、子宮頸がんと乳がん検診の費用の一部助成をしています。助成を受けるには「がん検診等受診券」
が必要です。詳細は「保健センター年間予定表」や市公式ホームページをご覧ください。
　10 月から消費税率改正に伴い、婦人科検診の自己負担金が変更となりました。詳しくは『りゅうほー』
９月後半号をご覧ください。
　スマートフォンからも、「がん検診等受診券」発行申し込みができます！　右の QR コードから
お申し込みください。

　■乳がん
■助成対象：30 歳以上の女性
■検査内容：年齢によって検査内容が異なります

▶超音波検査（30 ～ 59 歳）＝乳房に超音波を当て、しこりの有無やその形・大きさなどを調べます
▶乳房 X 線（マンモグラフィ）検査（40 歳以上隔年）＝乳房を左右片方ずつプラスチックの板で挟み、

乳房を平らにして撮影し乳房内部の様子を調べます
■定期的に受診することのメリット
◦過去の乳房の画像と比較ができるため、しこりの変化などを経年的にみることができます
◦乳がんⅠ期（早期）からⅡ期に入るまでの期間は約２年と言われています。異常がなくても、定期的に受

診することで異常があった場合は早期に発見できます

　■子宮頸がん
■助成対象：20 歳以上の女性
■検診内容：頸部細胞診＝子宮の入り口を軽くこすって細胞を取り、異常な細胞がないかを調べます
■定期的に受診することのメリット
　がんになる前段階で発見することもできるため、毎年受診することが子宮頸がんの予防につながります。

　■新型インフルエンザを知ろう
■新型インフルエンザは突然くる ?!
　新型インフルエンザは、いつ出現するか
予測することができません。ほとんどの人
がウイルスに対する免疫を持っていないた
め、多くの人が感染する可能性があります。
　新型インフルエンザウイルスは動物、特
に鳥のインフルエンザウイルスが人から人
へと感染できるように変異し、人の体内で
増えることができるようになったもので
す。このウイルスが人に感染して起こる病
気が新型インフルエンザです。

　■備蓄物品リストの例【出典：新型インフルエンザ等対策ガイドライン（内閣官房）】

■医薬品
□マスク	 □常備薬
□消毒用アルコール
□漂白剤	 □体温計
□絆創膏、ガーゼ、コットン　など

■日用品
□石鹸、シャンプー、リンス
□ティッシュペーパーなど
□ゴム手袋	 □水枕・氷枕
□洗剤		  □ビニール袋
□生理用品、紙おむつ
□カセットコンロ、ボンベ　など

■食べ物・飲み物
□米、切り餅、乾パン、コーンフレー

ク・シリアル類、乾めん類
□レトルト、フリーズドライ食品
□冷凍食品	 □缶詰
□菓子類	 □ベビーフード
□ミネラルウォーター　など

　■新型インフルエンザに備えよう
　新型インフルエンザの流行は、８週間程度続くといわれ
ています。数週間は外出しなくても済むように、最低２週
間程度の食料や日用品などを備蓄しておきましょう。食品
については「ローリングストック法」による備蓄も有効で
す。
■ローリングストック法
　備蓄した非常食を活用し、１カ月に１・２度など定期的
に食べ、食べた分を買い足し備蓄していく方法です。食べ
ながら備えるため、消費期限が短いレトルト食品なども非
常食として使えます。【出典：できることから始めよう！防災
対策　第３回―内閣府防災情報のページ】

保健センターからのお知らせ
■問い合わせ：保健センター☎ 64-1039

早期発見早期治療が大切！　乳がん・子宮頸がん検診を受けましょう

新型インフルエンザに備えよう !!
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　■利用できる方
　市内在住・在勤・または在学の方で、NPO 活動・ボランティア活動などの市民活動または生涯学習活動
を行っている（行おうとしている）団体など。宗教・政治・営利活動には利用不可。

　■利用料金
　無料（印刷機などの一部は有料）

　■設備など
■部屋：大・小会議室、多目的室、コンピュータ室、和室、工作室、陶芸室、会議スペース
■設備：印刷機（有料）、コピー機（有料）、パソコン（印刷は有料）、プロジェクター、スクリーン、拡声

器付きマイク、ビデオデッキ、紙折機、カッター、ロッカー（登録団体のみ）ほか

　■利用時間
　利用時間は１団体最長４時間まで。夜間利用は１週間前までに要予約。
■開館時間：午前９時～午後７時（日曜・祝日は午後５時まで）
　　　　　　夜間利用は午後７時～ 10 時（日曜・祝日は午後５時～ 10 時）
■休館日：月曜日、年末年始

　■利用手続き
　利用予約は、利用予定日の２カ月前の同日から市民活動センター窓口で申し込み。電話・ファクス・Ｅメー
ル不可。予約状況は、市民活動センターホームページ（U http://r-shimin.sakura.ne.jp/）内「貸出予約状況」
で確認できます。

　市民活動センターは、NPO 法人やサークルなどの設立や運営の支援をはじめ、
さまざまな活動に取り組む市民団体の紹介のほか、行政などと連携・協働を図
りながら、“まち育て”を行っています。
　市民活動センターには活動のための「場」として、会議室・工作室・陶芸室
などがあり、これらの部屋のほか、印刷機・コピー機などの事務機器も利用で
きます。
　市民活動センターを活用して、社会的な課題の解決に向けた取り組みをはじ
めてみませんか？

＼市民活動（社会貢献活動）の取り組みを積極サポート！／
市民活動センターをご利用ください

■問い合わせ：龍ケ崎市市民活動センター☎ 63-0030

■施設名：龍ケ崎市市民活動センター
■所在地：馴馬町 2445

歴史民俗資料館

◀▼正面玄関

日枝神社

文化会館

中央図書館

馴馬

文化会館
入口

お
な
ば
け
通
り

市民活動センター基本情報
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　平成 30 年度決算の収支状況は、実質収支は平成 29 年度から大きく減少したものの、全ての会計で黒字と
なりました。また、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」による判定も「健全段階」を維持しています。

　■平成 30 年度決算総括（単位：万円）

会計別 歳入 歳出 形式収支（差引） 繰越財源 実質収支
一般会計 251 億 466 242 億 5,463 8 億 5,003 2 億 2,622 6 億 2,381

特別会計合計 165 億 3,107 164 億 4,207 8,899 250 8,649
国民健康保険事業特別会計 78 億 897 77 億 9,977 921 0 921
公共下水道事業特別会計 21 億 3,885 21 億 3,496 390 243 147

農業集落排水事業特別会計 6,396 6,370 26 0 26
介護保険事業特別会計 49 億 7,817 49 億 607 7,210 0 7,210

障がい児支援サービス事業特別会計 3,356 3,356 0 0 0
後期高齢者医療事業特別会計 14 億 175 13 億 9,860 315 0 315
介護サービス事業特別会計 1,018 1,018 0 0 0
工業団地拡張事業特別会計 9,561 9,523 37 7 30

総合計 416 億 3,573 406 億 9,671 9 億 3,902 2 億 2,871 7 億 1,031
※各項目の数値は実数をそれぞれ四捨五入したもので、合計欄や差引欄の数値が表内の計算結果と一致しないことがあります

平成 30 年度決算の状況
■問い合わせ：財政課財政グループ☎内線 358

■健全化判断比率・資金不足比率
　「健全化判断比率」は、黒字決算のため、実質赤字比率および連結
実質赤字比率は算出されません。実質公債費比率は、償還据置期間見
直しにより借入金の元金償還が増えたことから、0.6 ポイント上昇し、
4.8％となりました。また、将来負担比率は、借入残高の減少により算
出されませんでした。公営企業会計も黒字決算のため資金不足比率は
算出されず、いずれの指標も「健全段階」となっています。

健全化判断比率とは…
　「地方公共団体の財政の健全化に
関する法律」（財政健全化法）の規
定により、決算に基づく「健全化
判断比率」「資金不足比率」の算定、
公表が義務付けられています。

　平成 30 年度の決算規模は、一般会計で歳入が 251 億 466 万円、歳出が 242 億 5,463 万円、差引 8 億 5,003
万円です。形式収支（歳入歳出差引額）から翌年度への繰越財源を差し引いた実質収支（純粋黒字額）は、
6 億 2,381 万円となっています。

　経常収支比率は、93.0％から 95.6％と、
2.6 ポイント上昇しました。これは、臨時
財政対策債を含めた実質的な普通交付税
の減収による経常一般財源の減が主な要
因です。近年、経常収支比率は、交付税
や交付金などの増減に大きく左右されて
います。

■経常収支比率の状況
平成 30 年度 平成 29 年度 比較

経常収支比率 95.6％ 93.0％ 2.6 ポイント

　市税・普通交付税を中心とする毎年度経常的に収入される一般
財源（経常一般財源）が、人件費・扶助費・公債費のように毎年
度経常的に支出される経費（経常的経費）にどの程度充当されて
いるかという割合で、この数値が低いほど財政構造に弾力性があ
る（余裕がある）ことを表します。「龍ケ崎市財政運営の基本方針
等に関する条例」では、目標値を 90.0％と定めています。

区分 健全化
判断比率

早期
健全化基準

財政
再生基準

実質赤字比率 － 12.78％ 20％
連結実質赤字比率 － 17.78％ 30％
実質公債費比率 4.8％ 25.0％ 35％
将来負担比率 － 350.0％ －

会計名 事業規模 資金
不足額

資金
不足比率

経営
健全化基準

公共下水道事業
特別会計

11 億
9,989 万円 － － 20％

農業集落排水
事業特別会計 374 万円 － － 20％

工業団地拡張
事業特別会計 0 万円 － － 20％

▼健全化判断比率の状況 ▼資金不足比率の状況
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　■一般会計歳入の状況

　■一般会計歳出の状況

　平成 30 年度決算は、地方交付税の減収を補填するため、10 年ぶりに減債基金を取り崩して対応し
ました。減債基金の取り崩し分を含めても、実質収支は６億 2,381 万円にとどまり、平成 29 年度と比
べて３億円以上黒字幅を減らしており、非常に厳しい決算状況といえます。これに伴い、経営収支比率
も上昇し、財政構造の硬直化も進行しつつあります。
　今後も一般財源基金の取り崩しが続くことになると、歳入の下振れや災害による収入不足に対応でき
なくなる恐れもあります。長期債務の適正な管理や、歳入確保の強化などにより、基金取り崩しに頼ら
ない、健全で効率的な財政運営の推進に努めます。

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
公債費
その他

（単位：万円）

平成 29 年
支出済額

平成 30 年
支出済額

33 億 4,880 96 億 7,164 30 億 8,893 26 億
8,100

32 億 293 96 億 6,108

5億5,898

6 億 270

29 億 1,764 26 億
9,010

2

3

２億2,930 19 億 4,339

2 億 6,608 17 億 4,414

10 億 2,812

２億 3,600 18 億 3,779

2 億 3,799 16 億 783

10 億 4,560

市税

地方譲与税・
交付金など

地方交付税
国・県支出金

繰入金
繰越金

諸収入その他
市債

101 億 5,057

101 億 6,670

32 億 1,099

33 億 9,089

51 億 4,128

54 億 3,463

17 億
1,907

18 億
8,788

50億　　　　　　100億　　　　　 　150億　　　　　　 200億　　　　　 　250億　　　　　300億（円）

50 億　　　　　　100 億　　　　　 　150 億　　　　　　 200 億　　　　　 　250 億（円）

平成 30 年
収入済額

（単位：万円）

平成 29 年
収入済額

3 億 3,734

10億9,135

17 億 9,483

10 億 3,741

14 億 1,284

1,286

市税
1,613 万円の微減となりましたが、100 億円以上は維持しました。譲渡所得の増による個人所得割の
増収や、固定資産税の償却資産の増収があったものの、法人税割や評価替えによる固定資産税等の家
屋の減収の方が大きかったためです。

地方譲与税・
交付金など 平成 29 年度に引き続き、地方消費税交付金の増などにより、8,217 万円の増収となりました。

地方交付税 法人市民税が好調だったことや、平成８～ 10 年度に建設したくりーんプラザ・龍に係る公債費の算入
が終わりつつあることなどから、普通交付税が１億 9,512 万円の減となりました。

国・県支出金 ２億 9,335 万円の大幅減となっていますが、臨時福祉給付金制度の終了や介護施設等整備支援に係る補助、
選挙など、臨時的要因によるものが多く、歳出では総務費・民生費の対象経費も同様に減となっています。

繰入金
実質的な普通交付税２億 5,962 万円の減収を補うため、一般財源基金である減債基金を２億 2,000 万
円取り崩しました。減債基金の取り崩しは、リーマンショックのあった平成 20 年度以来 10 年ぶりと
なります。全体は、２億 459 万円の増となりました。

市債 小中学校施設整備事業などの減により、建設事業債が 4,260 万円減（借換分除く）したことに加え、
普通交付税の代替措置である臨時財政対策債も 6,450 万円の減となり、全体で１億 710 万円の減です。

18 億 7,700 5 億 4,193 13 億 7,247

1,285

総務費 道の駅整備事業で 8,209 万円の増となりましたが、コミュニティセンターのトイレ改修工事が進んだためコ
ミュニティセンター管理費などが減となり、全体では１億 4,587 万円の減となりました。

民生費 障がい者福祉費や後期高齢者医療事業特別会計への繰出金などの経常的な経費が増加傾向にあります。全体でわ
ずかに減少に転じているのは、臨時福祉給付金制度の終了などにより臨時的な経費が大幅に減っているためです。

衛生費 龍ケ崎地方塵芥処理組合の負担金の増や、病院群輪番制の幹事持ち回りによる医療対策事業の増などにより、
全体では１億 560 万円の増となりました。

教育費 １億 7,129 万円の減となりました。龍ケ崎小学校・松葉小学校の大規模な改修工事の終了に伴う、小学校施
設整備事業１億 2,716 万円の減が主な要因です。

公債費
全体では 910 万円増となっていますが、借換債の償還分を除くと、定時償還は元金償還１億 417 万円増、利
子償還 3,637 万円減、合計 6,781 万円の増です。平成 28 年度以降、将来の単年度負担抑制のために償還据
置期間をなくしたことから、借入金の元金償還が増となりました。

　

市
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式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
政
情
報
」
の
「
財
政
・
各
種
計
画
・
行
政
改
革
」
内
「
予
算
・
決
算
・
財
政
情
報
」
で
、
決
算
の
状
況
や
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を
含
め
た
財
政
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
財
政

用
語
の
解
説
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。



『りゅうほー』令和元年 10 月後半号︱10

　安全で安心なまちづくりを推進するため、新たに防犯カメラなどを設置する地域団体に、設置費用の一部
を予算の範囲内で補助します。補助金を活用した防犯カメラの設置を行う場合は、事前に交通防犯課との協
議が必要ですのでお問い合わせください。

　■竜ケ崎警察署管内犯罪発生件数（令和元年７月末）

　■対象
　市内の住民自治組織（区・自治会・町内会など）、商店会、その他これらに準ずる団体（一定の地域の住
民で構成されている団体）

　■要件
①自主防犯パトロール隊が組織され、補助金の交

付申請をする時点で１年以上地域で継続的な自
主防犯活動の実績があり、今後も一層の活動が
見込まれる団体

②設置・管理運用などに関して、要綱の基準を遵
守できる団体

③補助金の交付申請を行った年度内に設置に着手
し、完了できる団体など

　■対象経費
①防犯カメラなどの購入費
②防犯カメラなどの設置工事費
③『防犯カメラ作動中』などの表示板などの購入費

　■補助金額
　補助対象経費の３分の２で、防犯カメラなど１台
につき 20 万円まで。１つの地域団体につき防犯カ
メラなど３台までを限度

　■防犯に関する情報を「ひばりくん防犯メール」でお届けしています

■配信情報
◦子ども・女性対象の犯罪、声かけ不審者情報
◦ニセ電話詐欺情報	 ◦その他の犯罪情報
◦行方不明者情報	 ◦交通事故情報
◦県警からのお知らせ
◦検挙・手配の解除情報

■登録方法
　携帯電話やパソコンから、登録用メールアドレス「add@
mail1.police.pref.ibaraki.jp」へ空メールを
送信。登録用メールが届くので、本文記載の
URL をクリックし、登録手続きを行ってく
ださい。右のQRコードからも登録できます。

＼令和元年上半期（７月末現在）／
当市での窃盗などの犯罪発生状況をお知らせします

防犯カメラを設置する地域団体に設置費用の一部を補助します

■問い合わせ：交通防犯課防犯対策グループ☎内線 493

■問い合わせ：交通防犯課防犯対策グループ☎内線 493

　茨城県は、住宅侵入窃盗の犯罪率が全国ワースト１位・ 乗り物盗の犯罪率は全国ワースト 11 位・自動車
盗単独の犯罪率は全国ワースト１位となっています。市内の侵入窃盗は減少傾向にありますが、乗り物盗は
増加しています。
　日頃からのちょっとした心掛けで、犯罪は防げるものです。防犯は「鍵かけ・声かけ・心がけ」です。外
出時や車・自転車から離れる際は、わずかな時間でも必ず施錠しましょう。また、センサーライトや防犯カ
メラ・警報機などの複数の防犯対策を行いましょう。

所管 合計
乗り物盗 侵入窃盗

自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 空き巣・忍び込み等 事務所荒し 出店荒し その他
署所在地 44（33） 2（3） 7（0） 23（12） 7（4） 2（1） 3（0） 0（13）

佐貫駅前交番 36（46） 5（7） 7（1） 16（14） 6（18） 1（0） 1（2） 0（4）
たつのこ交番 28（22） 9（4） 5（1） 7（6） 5（10） 0（0） 1（0） 1（1）

龍ケ崎市計 108
（101） 16（14） 19（2） 46（32） 18（32） 3（1） 5（2） 1（18）

※その他の１件は「給油所荒し」／（）内は前年同期件数
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　空家等は個人の財産であり、所有者・管理者は適正に管理する責任があります。空家等とは、建物や付属
する工作物のほか、立木などの土地に定着するものを含みます。

　建物が倒壊、建築部材の飛散・落下などにより、近隣の家屋や通行人などに被害を及ぼした場合、その建
物の所有者・管理者は損害賠償などで管理責任を問われる場合があります。

　空家等の状態の確認・敷地内の繁茂した樹木の伐採・空家の解体など、管理や相続などでお困りのときは、
お問い合わせください。

　今年１年間に納付した国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料は、年末調整や確定申告など
の際に社会保険料控除として、所得額から差し引くことができます。
　納付額の確認書を交付しますので、申告の参考としてください。納付日の関係で証明金額が異なる方・領
収書を自分で確認できる方は、そちらの金額で申告をしてください。

　■空家等の管理不全によるリスク

1老朽化による建物の倒壊
　建物の劣化が進み、地震による倒
壊などの危険性が高まります。

2老朽化による建築部材の飛散など
　屋根瓦の落下、強風などで建築部
材が飛散、外壁の剥落などの危険性
が高まります。

3景観と生活環境の悪化
　雑草・樹木の繁茂（倒木）、ゴミの不法投棄、動物の棲家になる、
害虫が発生する、その他悪臭など、周囲の景観と生活環境の悪化
を招きます。

4その他のリスク
　不特定者の侵入による犯罪、不審火による火災など、地域の治
安を悪化させる恐れがあります。また改修や修繕、雑草の除去、
害虫駆除などで多額の費用が掛かってしまうリスクもあります。

　■国民健康保険税
　世帯主（納税義務者）宛に、10 月下旬に納付額確認書（はがき）を郵送します。証明日に納付が確認で
きている金額を「納付済額」として、年内納期の国民健康保険税を「納付見込額」として記載します。納期
内（年内）に納付した場合は、「総計額」を控除額として申告してください。

　■後期高齢者医療保険料・介護保険料
　保険料を年金からの引き落としで納付している方は、申告には日本年金機構などから郵送される「公的年
金等の源泉徴収票」をご使用ください。普通徴収（現金納付／口座引き落とし）で納付している方や、納付
額確認書を希望する方は、申請により交付します。
■申請場所：後期高齢者医療保険料＝保険年金課／介護保険料＝介護福祉課
■申請方法：窓口・電話・ファクス・Ｅメールで随時受付／ファクス・Ｅメールの場合＝①件名「保険料納

付額確認書希望」②申請者の住所・氏名・電話番号③必要な証明書の種類（後期高齢者医療保険料／介護
保険料）④必要な方の住所・氏名・生年月日を明記

■発送：令和２年１月下旬から随時郵送

空家等を適正に管理しましょう！

＼国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料／
納付額確認書を交付します

■問い合わせ：交通防犯課防犯対策グループ☎内線 493

■申し込み・問い合わせ
●国民健康保険税・後期高齢者医療保険料について＝保険年金課保険グループ☎内線 249

■ＦＡＸ 60-1580E hoken@city.ryugasaki.ibaraki.jp
●介護保険料について＝介護福祉課介護保険グループ☎内線 280 ■ＦＡＸ 64-7008E kaigo@city.ryugasaki.ibaraki.jp
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　■会員 480 人が健康で生き生きと地域に貢献しています
　シルバー人材センターは、「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」に基づき、市町村ごとに設置され
ている公共的な非営利団体です。会員は「自主・自立・共働・共助」の理念のもとに、体力・能力・希望に
応じて就業しています。シルバー人材センターは、高齢者が地域で働くことを通じて、活力ある高齢社会、
地域社会づくりに貢献するとともに、高齢者が健康で生きがいのある生活ができることを目指しています。 

　■会員の連携が組織強化の原動力
　センターでは、就業以外で会員同士が交流できる活動を促進し、連帯意識を高めています。７月には「女
性会員交流会」を開催し、浴衣を着て盆踊りを楽しみました。ゴルフ会や旅行会、ウォーキング会などのサー
クル活動も活発に行われ、健康維持とともに会員同士の親睦も深められています。また、市内全地域に地域
班を設置しました。昨年度は班ごとに懇親会を開き、会員同士の連携強化の機会となっています。

　■その仕事、シルバーにお任せください
　下記の他にもさまざまな業務行っていま
す。お気軽にお電話ください。内容によって
は時期により大変混み合う場合があります。
◦掃除、洗濯など家事援助全般
◦剪定、除草など庭のお手入れ
◦障子、ふすま、網戸の張り替え
◦店舗、事業所内の軽作業
◦農作業、大工仕事（簡易なもの）
◦宛名書き、賞状書き

　■あなたの入会をお待ちしています
　市内に居住する健康で働く意欲のある 60 歳以上の方なら、

「会員入会説明会」に出席し理事会の承認を経て、会員になる
ことができます。入会希望の方は、毎月第２・４木曜日開催
の事前予約制「会員入会説明会」に出席してください。その他、

「休日入会説明会」「女性限定入
会説明会（写真）」も開催しま
すのでお問い合わせください。
あなたの豊富な知識・経験・技
能を、ぜひ生かしてください。

あなたのまちのシルバー人材センターをご利用ください
■問い合わせ：龍ケ崎市シルバー人材センター☎ 64-3641 ／U http://www.rsjc.sakura.ne.jp

№3

橋上化される前の佐貫駅 昭和 60 年、佐貫駅東口・西口を結ぶ橋上化

　現在の姿になる前の佐貫駅は、改札
が地上にある駅だったのをご存じです
か。当時の駅舎は明治 28 年に建てら
れたもので、昭和 50 年代後半頃まで
東口ロータリーはなく、関東鉄道竜ヶ
崎線佐貫駅が併設されていました。ま
た、竜ヶ崎線とは線路が接続され、貨
物輸送も行われていました。

　佐貫駅の橋上化が完成したのは、つくば科学万博が
行われる直前の昭和 60 年３月。これにより、地上２階
に改札が設置され、東口と国道６号線側の西口が連絡通
路で結ばれました。ロータリーも設置され、駅利用者の
利便性が高まりました。その後も、屋根やタクシープー
ルの設置、関東鉄道竜ヶ崎線佐貫駅の駅舎改修などを経
て、現在の姿になっています。

　昭和 50 年代後半からはじまった龍ケ崎ニュータウン開発、そして、昭和 60 年のつくば科学万博
をきっかけに、佐貫駅を取り巻く環境は大きく変わりつつありました。

　2020年春に JR常磐線佐貫駅の駅名が「龍ケ崎市駅」に
変わることにあわせて、佐貫駅や常磐線の歴史を振り返る
連載コラムを掲載。第３回は駅の橋上化についてです。

▲昭和 60年頃の佐貫駅

▶
橋
上
化
前
の
佐
貫
駅 ▲今の佐貫駅
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11
月
10
日
（
日
）
は
「
市

内
一
斉
清
掃
」

　

当
市
で
は
、
不
法
投
棄
撲
滅

強
化
月
間
（
６
月
・
11
月
・
３
月
）

に
『
わ
が
ま
ち
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
』
と
称
し
て
巡
回
や
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
市
内
一
斉
清
掃
を
行

い
ま
す
。
各
自
治
組
織
に
よ
り

実
施
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

代
表
者
な
ど
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

11
月
10
日
（
日
）
／
荒
天
時

は
17
日
（
日
）　

次
回
予
定
：
令

和
２
年
３
月
１
日
（
日
）
／
荒

天
時
は
３
月
８
日
（
日
）　

問
環

境
対
策
課
☎
内
線
４
２
５

11
月
３
日
（
日
）
臨
時

休
館
の
お
知
ら
せ

　

11
月
３
日
（
日
）
は
法
定
電

気
点
検
の
た
め
、
次
の
施
設
は

臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の

ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

●
湯
っ
た
り
館
：
問
60
‐

１
１
２
６

●
農
業
公
園
「
豊
作
村
」：
問
60

‐
１
７
２
０

請
求
は
10
月
31
日
ま
で

た
つ
の
こ
預
か
り
保
育
・

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
利
用

助
成
金

　

助
成
金
の
請
求
は
、
４
月
～

９
月
利
用
分
と
10
月
～
翌
３
月

利
用
分
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て

請
求
し
ま
す
。
９
月
利
用
分
ま

で
の
請
求
は
10
月
31
日
（
木
）

ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
た
つ
の
こ
預
か
り
保
育
利
用

助
成
金

　

対
象
事
業
を
利
用
し
た
児
童

の
保
護
者
に
、
利
用
料
の
２
分

の
１
（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨

て
）・
児
童
１
人
当
た
り
年
３
万

円
を
上
限
に
助
成
。

対
象
事
業
：
一
時
保
育
事
業
／

幼
稚
園
預
か
り
保
育
事
業
／
延

長
保
育
事
業
／
病
児
保
育
事
業

／
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
事
業　

申
請
時
に
必
要
な
も
の
：
印
鑑
、

通
帳
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な

ど
振
込
口
座
が
分
か
る
も
の
、

事
業
を
利
用
し
た
証
明
（
利
用

証
明
書
ま
た
は
領
収
書
）

●
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
利
用
助
成
金

　

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
ユ
ー

ア
ン
ド
ア
イ
／
テ
デ
ィ
・
ベ
ア

／
あ
す
か
ユ
ー
ア
イ
ネ
ッ
ト
）

が
実
施
す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
会
員
に
よ
る
援
助
活
動
を

利
用
し
た
保
護
者
に
、
利
用
料

の
２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満

切
り
捨
て
）・
児
童
１
人
当
た
り

年
８
万
円
を
上
限
に
助
成
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の
：
印
鑑
、

通
帳
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な

ど
振
込
口
座
が
分
か
る
も
の
、

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
利
用
証
明
書

ま
た
は
援
助
活
動
報
告
書

＝
問
こ
ど
も
家
庭
課
☎
内

線
２
８
６

11
月
の
会
議
開
催
予
定

　

詳
し
い
日
時
や
開
催
場
所
、

議
題
ご
と
の
公
開
・
非
公
開
の

別
な
ど
は
、
会
議
開
催
の
７
日

前
ま
で
に
市
役
所
本
庁
舎
や
各

出
張
所
・
各
コ
掲
示
板
と
市
公

式
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委

員
会　

11
月
13
日
（
水
）　

担
当
課
：
健
康
増
進
課
☎
内
線

６
３
１

●
空
家
等
対
策
推
進
協
議
会　

11
月
14
日
（
木
）　

担
当
課
：

交
通
防
犯
課
☎
内
線
４
９
２

問
情
報
管
理
課
☎
内
線
３
８
４

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点

灯
式

　

冬
の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
、

Ｊ
Ｒ
佐
貫
駅
東
口
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
式
を
行
い
ま
す
。

11
月
３
日
（
日
）
午
後
６
時

Ｊ
Ｒ
佐
貫
駅
東
口
ロ
ー
タ

リ
ー　

問
商
工
観
光
課
☎
内
線

４
０
６

中
央
図
書
館
の
秋
の
読

書
週
間
イ
ベ
ン
ト

　

全
イ
ベ
ン
ト
参
加
無
料
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
み
ん
な
で
読
書
の
木
を
つ
く
ろ
う

　

１
階
玄
関
新
刊
コ
ー
ナ
ー
向

か
い
の
掲
示
場
所
に
、
本
の
簡

単
な
感
想
を
葉
っ
ぱ
の
用
紙
に

書
い
て
貼
り
、
大
き
な
読
書
の

木
を
育
て
ま
す
。

11
月
27
日
（
水
）
ま
で

●
家
読
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

期
間
中
に
家
読
に
参
加
す
る

と
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら

え
ま
す
。

10
月
27
日
（
日
）
～
11
月
27

日
（
水
）

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
お
め
ん
を
つ

く
ろ
う

　

時
間
内
い
つ
で
も
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
の
お
面
が
作
れ
ま
す
。
作
っ

た
お
面
を
着
け
て
１
階
カ
ウ
ン

タ
ー
で
「
ト
リ
ッ
ク　

オ
ア　

ト
リ
ー
ト
」
と
言
う
と
お
菓
子

が
も
ら
え
る
か
も
?!

10
月
27
日
（
日
）
①
午
前
10

時
～
正
午
②
午
後
１
時
～
３
時

２
階
鑑
賞
室　

先
着
50
人

●
中
国
語
で
き
く
お
は
な
し
会

　

中
国
語
と
日
本
語
で
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
。
幼
稚
園
児
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。
申
込

不
要
。

11
月
３
日
（
日
）
①
午
前
11

時
か
ら
②
午
後
２
時
か
ら　

２
階
鑑
賞
室　

30
人

●
大
人
向
け
「
読
書
手
帳
」
を

配
布
し
ま
す

　

１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布
。

読
書
の
記
録
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

＝

・
問
中
央
図
書
館
☎

64
‐
２
２
０
２

お
し
ら
せ

　2019 年（令和元年度）10 月発行の政策情
報誌「未来へ」第 30 号で、内容の一部に誤
りがありました。お詫びして訂正します。正
しくは次のとおりです。

3 ページ「▶表 1　基礎数値」中
③有収水量の単位　■誤　 「千㎥」 → ■正　 「㎥」
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お
し
ら
せ旧

諸
岡
邸
赤
レ
ン
ガ
門
周

辺
の
ま
ち
歩
き
と
市
民
遺

産
な
ど
の
特
別
展
示

　

国
登
録
有
形
文
化
財
の
旧
諸

岡
邸
赤
レ
ン
ガ
門
と
旧
小
野
瀬

邸
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
や
路

地
を
巡
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
歩

き
の
な
か
で
は
、
同
時
開
催
す
る

市
民
遺
産
や
龍
ケ
崎
ゆ
か
り
の

文
化
財
な
ど
の
特
別
展
示
を
解

説
付
き
で
案
内
し
ま
す
。
無
料
。

11
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午
・
旧
諸
岡
邸
赤
レ
ン
ガ

門
前
集
合　

先
着
20
人　

 

10
月
28
日
（
月
）
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
申
し
込
み　

文
化
・
生
涯
学
習
課
☎
内
線

２
２
８

●
市
民
遺
産
な
ど
の
文
化
財
の

特
別
展
示

　

商
店
街
通
り
の
居
宅
に
市
民

遺
産
や
龍
ケ
崎
ゆ
か
り
の
文
化

財
な
ど
を
特
別
展
示
し
ま
す
。

申
込
不
要
・
無
料
。

11
月
17
日
（
日
）
正
午
～
午

後
５
時　

長
谷
川
家
・
山
本

家
（
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
龍
ケ
崎
ビ
ル
向

か
い
）　

展
示
内
容
：
市
民
遺
産

「
鈴
木
草
牛
の
屏
風
画
」（
初
公

開
）
／
「
江
戸
時
代
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
地
図
、
長
久
保
赤
水
作
」

他
２
点
／
龍
ケ
崎
ゆ
か
り
の
日

本
画
家
・
小
林
恒
岳
作
「
二
枚

の
着
物
展
示
」

＝
問
赤
レ
ン
ガ
保
存
実
行

委
員
会
・
久
保
田
☎
０
８
０
‐

１
０
６
９
‐
６
４
６
５

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
主
催

第
８
回
市
民
活
動
応
援
市

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
登
録
団

体
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や

ミ
ニ
ト
レ
イ
ン
の
乗
車
会
（
先

着
50
人
・
無
料
）
や
手
芸
品
・

竹
細
工
・
新
鮮
野
菜
・
軽
食
な

ど
も
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
今

回
は
市
内
小
学
生
の
子
ど
も
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
も
同
時
開
催
。

11
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
１
時
／
雨
天
時
は
17
日（
日
）

に
順
延　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
／
17
日
（
日
）
も
雨
天
の

場
合
は
館
内
で
開
催　

問
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
☎
63
‐
０
０
３
０

馴
柴
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

地
域
を
楽
し
く
元
気
に
！

第
５
回
ま
つ
り
・
な
れ
し
ば

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
、
芋
煮
鍋
、

射
的
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
佐
貫
商
店
会
に
よ
る
食

品
販
売
、
豪
華
賞
品
の
あ
た
る

大
抽
選
会
な
ど
。

10
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
１
時　

馴
柴
小
学
校
・

校
庭
／
雨
天
時
は
体
育
館　

問

馴
柴
コ
☎
66
‐
７
２
１
４

第
24
回
龍
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
展
覧
会

11
月
８
日
（
金
）
～
10
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
／
10
日

（
日
）は
午
後
３
時
ま
で　

内
容
：

８
日
＝
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
／
９
・

10
日
＝
各
サ
ー
ク
ル
実
演
発
表
、

愛
宕
・
城
南
中
吹
奏
楽
部
演
奏

会
、
各
サ
ー
ク
ル
・
一
般
・
龍

ケ
崎
小
学
校
児
童
の
作
品
展
示
、

龍
ケ
崎
市
女
性
会
に
よ
る
食
事

な
ど
の
販
売　

・
問
龍
ケ
崎

コ
☎
62
‐
８
８
８
５
（
月
曜
・

祝
日
休
館
）

龍
ケ
崎
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

第
６
回
西
コ
ミ
☆
子
ど
も
ま

つ
り
（
旧
西
の
風
ま
つ
り
）

　

お
ま
つ
り
広
場
（
西
小
体
育

館
）
を
会
場
に
演
奏
発
表
や
無

料
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
遊
び

ま
し
ょ
う
。

11
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時　

龍
ケ
崎

西
小
学
校
体
育
館　

内
容
：
西

小
龍
神
太
鼓
・
愛
宕
中
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
射
的
・
巨
大
迷
路

な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
。
ア

ウ
ト
ド
ア
用
品
な
ど
が
当
た
る

大
抽
選
会
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、

焼
き
鳥
な
ど
の
模
擬
店　

問
龍

ケ
崎
西
コ
☎
64
‐
０
６
２
４

松
葉
小
学
校
区
協
議
会

秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
童
謡
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
弦

楽
四
重
奏
で
演
奏
し
ま
す
。
指

揮
者
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
実
施
。

室
内
履
き
持
参
。

11
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
開

場　

松
葉
小
学
校
体
育
館
チ

ケ
ッ
ト
：
前
売
り
・
当
日
券
と
も

に
２
０
０
円
（
小
中
学
生
無
料
、

要
整
理
券
）。
窓
口
で
販
売
中　

問
松
葉
コ
☎
66
‐
７
３
０
７

食
生
活
改
善
推
進
員
に

よ
る
男
性
の
料
理
教
室

　

野
菜
が
た
っ
ぷ
り
大
満
足
の

メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
普
段
料
理
し

な
い
方
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増

や
し
た
い
方
、
ど
な
た
で
も
大

歓
迎
で
す
！

11
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時

～
午
後
１
時　

馴
柴
コ　

メ

ニ
ュ
ー
：
刻
み
レ
ン
コ
ン
の
棒

餃
子
、
茄
子
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
サ

ラ
ダ
、
小
松
菜
と
に
ん
じ
ん
の

ヨ
ー
グ
ル
ト
味
噌
和
え　

市

内
在
住
の
男
性　

先
着
12
人

２
５
０
円　

エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
筆
記
用
具　

10

月
25
日
（
金
）
か
ら
電
話
か
窓

凡例＝　日時／　場所／　対象／　定員／　持ち物／　　申し込み方法／　料金／　注意／　　共通事項／■Eメールアドレス／■U URL ／■ココミュニティセンター／ 申し込み先／■問問い合わせ　市役所代表番号☎ 0297-64-1111
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お
し
ら
せ 口

で
申
し
込
み　

・
問
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
64
‐
１
０
３
９
（
平

日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
受
付
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座

　

現
在
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
33
人
で
活
動
し
、
介
護
予
防

事
業
「
思
い
出
を
語
ろ
う
か
い
」

を
市
内
７
会
場
で
実
施
し
て
い

ま
す
。「
回
想
法
」
な
ど
の
ス
キ

ル
を
学
び
、
一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
。
無
料
。

11
月
29
日
（
金
）・
12
月
26

日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
／
ほ
か
、
各
会
場
で
の

体
験
あ
り　

市
役
所
附
属
棟
・

１
階
会
議
室　

市
内
在
住
の

概
ね
50
歳
以
上
で
、
受
講
後
に

週
１
回
程
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
可
能
な
方　

20
人　

10
月
28
日
（
月
）
か
ら
電

話
か
窓
口
で
申
し
込
み　

・

問
健
幸
長
寿
課
☎
内
線
１
８
２

龍
・
流
連
携
事
業
市
民
大
学
講
座

中
級
者
の
た
め
の
英
会

話
講
座
「
英
語
で
学
ぶ

国
際
マ
ナ
ー
」

11
月
20
日
～
12
月
18
日
の
毎

週（
水
）午
前
９
時
～
10
時
30
分
・

全
５
回　

流
通
経
済
大
学
龍

ケ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
（
詳
細
後
日

連
絡
）　

講
師
：
流
通
経
済
大
学

元
社
会
学
部
教
授
・
岡
野
ジ
ェ

ン
キ
ン
ズ
ロ
ビ
ン
氏　

・

英
会
話
を
学
び
た
い
方
・
先
着

15
人　

３
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）　

筆
記
用
具
・
お
持

ち
の
方
は
テ
キ
ス
ト
【
ト
ラ
ベ

ル
英
会
話
（
緑
）・
国
際
マ
ナ
ー

（
青
）】　

10
月
25
日
（
金
）

か
ら
電
話
で
申
し
込
み　

・

問
企
画
課
☎
内
線
３
６
３

子
ど
も
司
書
講
座

　

子
ど
も
た
ち
に
本
や
図
書
館

を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
に
、
キ
ッ
ズ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ア
ン
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

全
３
日
間
・
無
料
。

・
内
容
：
①
１
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
「
キ
ッ
ズ
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
っ
て
な
に
？（
説

明
会
）」／
午
後
１
時
～
３
時「
図

書
館
の
本
棚
を
探
検
す
る
（
本

の
配
架
）」
／
②
18
日
（
土
）
午

前
10
時
～
正
午
「
司
書
体
験
～

貸
出
・
返
却
は
お
ま
か
せ
！
」

／
午
後
１
時
～
３
時
「
司
書
体

験
～
本
の
装
備
を
し
て
み
よ

う
！
」
／
③
25
日
（
土
）
午
前

10
時
～
正
午
「
お
は
な
し
会
デ

ビ
ュ
ー
・
認
定
証
授
与
」　

・

市
内
在
住
の
小
学
３
年
～
６

年
生
・
４
人　

11
月
２
日

（
土
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
中
央

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込

み　

・
問
中
央
図
書
館
☎
64

‐
２
２
０
２

馴
馬
台
地
区
ひ
な
っ
こ
協
議
会

笑
い
ヨ
ガ

　

笑
っ
て
健
康
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
無
料
。

11
月
30
日
、12
月
７
日
・
14
日
・

21
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11
時

30
分　

20
人　

運
動
靴
・

タ
オ
ル
・
飲
み
物　

地
区

内
の
方
＝
11
月
８
日
（
金
）
か

ら
／
地
区
外
の
方
＝
15
日
（
金
）

か
ら
窓
口
で
申
し
込
み
。
11
月

22
日
（
金
）
締
め
切
り　

・

問
馴
馬
台
コ
☎
65
‐
４
０
４
０

竜
ヶ
崎
市
テ
ニ
ス
協
会
主
催

小
学
生
無
料
テ
ニ
ス
ス

ク
ー
ル

11
月
４
日
（
月
）
午
前
９

時
30
分
～
10
時
30
分
／
午
前
11

時
～
正
午
／
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分　

初
め
て
テ
ニ

ス
を
す
る
、
ま
た
は
経
験
の

浅
い
小
学
生　

各
10
人　

①
氏
名
②
学
年
③
希
望
の

時
間
帯
を
明
記
し
、
Ｅ
メ
ー

ル
（eternaltop@

jcom
.hom

e.
ne.jp

）で
申
し
込
み　

ラ
ケ
ッ

ト
無
料
貸
出
あ
り　

・
問

エ
タ
ー
ナ
ル
ト
ッ
プ
テ
ニ
ス
ス

ク
ー
ル
☎
63
‐
０
０
９
０

建
築
物
を
解
体
予
定
の
方
へ

　

延
べ
面
積
が
80
㎡
以
上
の
特

定
建
設
資
材
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
お
よ
び
鉄
か
ら

成
る
建
設
資
材
、
木
材
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

を
用
い
た
建
物
の
解
体
工
事
を

行
う
場
合
に
は
、
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
届
出
が
必
要
で
す
。

解
体
工
事
は
、
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
解
体
工
事
業
の
登
録

ま
た
は
建
設
業
の
許
可
を
受
け

た
業
者
の
み
実
施
で
き
ま
す（
自

主
施
工
を
除
く
）　

問
建
設
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
届
出
に
つ
い
て
：

茨
城
県
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー
建

築
指
導
課
☎
０
２
９
‐
８
２
２

‐
７
０
７
９
／
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
解
体
工
事
業
の
登
録
に

つ
い
て
：
茨
城
県
土
木
部
検
査

指
導
課
☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐

４
３
８
６

ド
ラ
ゴ
ン
ロ
ー
ド
再
生

モ
デ
ル
事
業

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
中
心
と
な
り
、
空

き
店
舗
の
再
生
・
再
活
用
で
市

街
地
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
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お
し
ら
せま

す
。

●
第
39
回
映
画
鑑
賞
会
「
わ
が

恋
せ
し
乙
女
」：
軽
井
沢
の
農
場

を
舞
台
と
し
た
、
血
の
繋
が
ら

な
い
兄
と
妹
の
ロ
マ
ン
ス
映
画
。

１
９
４
６
年
公
開
・
75
分
。
10

月
24
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
・

イ
ベ
ン
ト
館
。
２
０
０
円

●
お
茶
会
へ
行
こ
う
無
料
体
験

教
室
：
椅
子
の
お
茶
席
で
す
。
普

段
の
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

10
月
25
日
（
金
）
午
前
10
時
～
11

時
30
分
・
イ
ベ
ン
ト
館
。
講
師
は

高
橋
玉
枝
さ
ん
（
生
涯
学
習
人
材

バ
ン
ク
登
録
）。
先
着
10
人

●
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
龍
ヶ

崎
中
心
商
店
街
を
考
え
る
～
：

シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
化
し
つ
つ

あ
る
龍
ケ
崎
の
現
状
を
知
り
、

将
来
の
展
望
を
開
く
。
講
師
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
協
会

顧
問
・
三
橋
重
昭
さ
ん
。
10
月

26
日
（
土
）
午
後
３
時
～
５
時
・

石
蔵
館
。
５
０
０
円

●
第
24
回
コ
ム
て
く
ロ
ー
ド

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～
白
羽
・
八
代
・

城
ノ
内
周
辺
散
策
コ
ー
ス
～
：
10

月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
20
分
城

ノ
内
コ
集
合
。
約
６
㎞
・
２
時
間

程
度
。
飲
み
物
持
参
。
２
０
０
円

●
「
手
芸
館
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
：
手
作
り
の
作
品
を
習
い
た

い
・
教
え
た
い
方
、
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
。
問
平
井
☎
０
９
０

‐
９
８
０
５
‐
４
５
６
６

＝

電
話
・
メ
ー
ル
で
申

し
込
み　

・
問
ド
ラ
ゴ
ン
ロ
ー

ド
事
業
事
務
局
☎
85
‐
４
６
１
０

E

info@
ryu

com
h

ou
se.

lovepop.jp

龍
ケ
崎
市
委
託
事
業

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｇ
Ｏ

未
来
の
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

●
「
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も

の
た
め
の
無
料
宅
食
配
」
希
望

世
帯
募
集

　

給
食
の
な
い
冬
休
み
に
食
品

を
届
け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ク

リ
ス
マ
ス
の
日
に
、
子
ど
も
の

い
る
生
活
の
厳
し
い
家
庭
を
対

象
に
、
米
・
菓
子
・
缶
詰
・
レ

ト
ル
ト
食
品
・
餅
な
ど
の
箱
詰

め
し
た
食
品
と
、
文
房
具
・
お

も
ち
ゃ
な
ど
を
届
け
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

15
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
経

済
的
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
（
生

活
保
護
・
準
要
保
護
な
ど
）　

先
着
約
50
世
帯　

お
届
け
日
：
12

月
25
日
（
水
）
午
後
２
時
～
５
時

30
分　

問
Ｎ
Ｇ
Ｏ
未
来
の
子
ど
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
62
‐
８
９
３
２

Einfo@
m

iranet.or.jp

●
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
学
習
支
援
塾
（
無
料
塾
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
募
集

　

市
内
小
学
４
年
～
中
学
３
年

生
へ
基
本
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
学

習
支
援
を
行
い
ま
す
。
講
師
以

外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
。

交
通
費
支
給
あ
り
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

週
２
日
（
月
・
水
）
午
後

６
時
～
９
時
ま
た
は
週
１
日

（
木
）
午
後
５
時
～
８
時
の
う

ち
参
加
で
き
る
時
間　

問
Ｎ
Ｇ

Ｏ
未
来
の
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
☎
０
８
０
‐
６
５
４
６
‐

３
７
１
９

劇
団
銀
河
鉄
道
の
ぬ
い

ぐ
る
み
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

イ
ギ
リ
ス
の
昔
話
よ
り「
ジ
ャ
ッ

ク
と
豆
の
木
」。

12
月
１
日
（
日
）
午
前
の
部

＝
午
前
11
時
か
ら
／
午
後
の
部

＝
午
後
２
時
か
ら　

文
化
会

館
・
大
ホ
ー
ル　

全
席
指
定

５
０
０
円
（
税
込
）　

電
話

か
窓
口
で
申
し
込
み　

・
問

文
化
会
館
☎
64
‐
１
４
１
１

竜
ヶ
崎
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

第
７
回
紫
陽
花
の
集
い

　

リ
ウ
マ
チ
の
悩
み
相
談
や
情

報
交
換
な
ど
。
今
回
は
プ
ロ
の
フ

ル
ー
ト
奏
者
・
竹
内
亮
祐
氏
に

よ
る
童
謡
の
演
奏
が
あ
り
ま
す
。

11
月
13
日
（
水
）
午
前
11
時

～
午
後
３
時　

馴
柴
コ　

３
０
０
円
（
昼
食
希
望
の
方
は

８
０
０
円
）　

ス
リ
ッ
パ　

11
月
６
日
（
水
）
ま
で
に

シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
か
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
み　

・
問
事
務
局
・

豊
田
☎
０
９
０
‐
６
５
３
８
‐

３
９
６
４
／

66
‐
１
７
１
８

茨
城
県
立
盲
学
校

学
校
公
開
「
き
て
・
み
て
・

体
験　

盲
学
校
」

　

授
業
参
観
な
ど
を
通
し
て
、

視
覚
障
が
い
教
育
に
つ
い
て
理

解
促
進
を
図
る
た
め
、
学
校
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市民経済教室
　財政危機と言われる経済について、分かりやすく数回
の講座で学びます。

11 月２日㊏午後４時～５時 30 分
龍ケ崎コミュニケーションハウス
先着 30 人	 500 円／回

申込 11 月１日㊎までに申し込み
・問茨城県南生活者ネット・松原☎ 60-8067

太極拳愛好会
　初心者歓迎。気軽にお問い合わせください。

毎週㊎午前 10 時～正午
東方商事スタジオ（JR 佐貫駅東口すぐ）
2,500 円	 問齋藤☎ 65-3559

「クッキーズ」英語サークル
　アメリカ人の先生と英語でおしゃべりしたり、料理教
室などを楽しんでいます。一緒に楽しみませんか。事前
に申込。

毎月第１・３㊋午後１時～４時のうち１時間
馴柴コ	 先着４人程度
1,000 円／月
・問丹羽☎ 090-4144-9287

スペイン語教室
　スペインに行ったつもりになり、情熱的なスペイン語
を学びませんか。事前に申込。

毎月第１・３㊍午前 10 時 30 分～正午
龍ヶ崎コミュニケーションハウス
3,000 円／月
・問茨城県南生活者ネット・坪山☎ 60-8067

みんなの掲示板 12 月前半号締め切り：11月８日（金）／ 12月後半号締め切り：11月 22日（金）

問　茨城県南水道企業団☎ 66-5131　U＝ http://www.ibananww.ne.jp/

●損益勘定（税抜） ●資本勘定（税込）

収入 55 億 4,678 万円

内訳

給水収益 48 億 586 万円
その他の営業収益 3 億 111 万円
長期前受金戻入 4 億 3,059 万円
その他の収入 922 万円

収入 12 億 7,758 万円

内訳
企業債 12 億 2,000 万
負担金等 2,884 万円
国庫補助金 2,874 万円

支出 23 億 2,723 万円

内訳

拡張事業費 2 億 2,322 万円
改良事業費 19 億 2,740 万円
営業設備費 1,259 万円
企業債償還金 1 億 6,030 万円
国庫補助金返還金 372 万円

支出 52 億 0,789 万円

内訳

受水費 25 億 4,433 万円
減価償却費 12 億 4,187 万円
人件費 5 億 8,746 万円
支払利息 5,430 万円
その他の支出 7 億 7,993 万円

※資本勘定の収入（翌年度への繰越工事資金 6 億 243 万円を除
く）に対し、支出の不足額 16 億 5,208 万円は繰越工事資金
等で補てんしました

　詳細は茨城県南水道企業団 HP をご覧ください。

●業務の状況（平成 30 年度）
給水人口＝ 243,270 人／給水戸数＝ 106,815 戸／給水栓数＝ 106,442 栓／年間総給水量＝ 25,866,144㎥
　拡張・改良工事は自己財源・国庫補助金で実施し、主なものは石綿管等布設替工事および若柴配水場更新
工事です。

りゅうほークイズ９月号クイズ当選者
　応募総数 137 人、正解者 135 人。正解は「け
いろうのひ」。抽選の結果、図書カードと「湯っ
たり館」優待券は岩井光子さん、大橋優さん、栗
山俊光さん、小林文利さん、小林友哉さん、鈴木
米子さん、建林香子さん、波田野ミヨ子さん、山
田理恵さん、渡辺美知子さんが当選しました。お
めでとうございます。発送は 10 月下旬の予定。
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10:30 ～ 11:30
●10月生まれの誕生会　27 ㊌ 10:30 ～ 11:30　誕生日

カードを作ります
●親子でクッキング「さつまいもでパイを作ろう」予約 　

28 ㊍ 11:45 ～ 13:00　定 12 組　21 ㊍ 13:30 から受付

●支援室・園庭で遊ぼう　㊊～㊎ 10:00 ～ 14:00　7 ㊍・
12 ㊋・13 ㊌は予約制の育児相談のみ

●季節の製作　6 ㊌・14 ㊍　すずらんテープでかわいい
みの虫を作ります

●助産師による「ママ・フィット・ストレッチ」予約 　19
㊋妊婦さんも参加できます　定 10 組　1 ㊎ 9:30 から受付

●「ありがとう」と伝えよう　22 ㊎ 11:00 ～ 11:30　
勤労感謝の日にちなんだメダルを作ります

●身体測定・健康相談　25 ㊊・27 ㊌ 10:45 ～　測定は
看護師が行います

●支援室・園庭で遊ぼう　㊊～㊎ 9:30 ～ 14:00
●おしゃべりランチ予約 　1・8・15・22・29 ㊎ 11:30

～ 12:30　園の給食を体験　定各５組　￥親子で 200
円　前日から予約

●七五三製作　6 ㊌ 10:00 ～ 11:30
●発育測定　13 ㊌
●おやつの日　14・28 ㊍ 11:00 ～　体操や絵本の読み

聞かせ。お菓子とお茶もでます
●Baby's day　18 ㊊　ペットボトルでマラカスを作りま

す。午前中は赤ちゃんのみが遊ぶ時間です　対満１歳
未満のハイハイ時期まで

●離乳食ランチ予約 　26 ㊋ 11:30 ～　園の離乳食を体
験。大人は園の給食　定５組　

●バースデーカード製作 予約 　27 ㊌　誕生月のお子さ
ん対象　定３組

●ばぁば先生のベビーマッサージ 予約 　29 ㊎ 10:30 ～
定３組

●リズムあそび（大宮）予約 　6 ㊌ 10:00 ～ 10:30　
親子で楽しく体を動かしましょう♪

●ワークショップ「POINTS OF YOUR」（大宮）　7 ㊍
10:00 ～ 11:00　カラフルな写真で創造力や発想力に
刺激を与え、いつもと少し違ったおしゃべりをしてみ
ませんか？　定３組　￥ 300 円（託児代）

●親子で遊ぼう～落ち葉であそぼう～（中央）予約 　8
㊎ 10:00 ～ 11:00　自然に触れながら製作します

●こどもマルシェ（大宮）予約 　19 ㊋ 10:00 ～ 11:00
園児がお店屋さんになってお出迎え♪ワークショップ
もあり

●リフレッシュランチ～アロマもみもみ石鹸作り～（中

央）予約 　22 ㊎ 10:30 ～ 13:00　自分好みの石鹸を
作りましょう。お子さんは保育士がお預かり。ゆっく
りランチをお楽しみください　￥ 600 円／別途材料費
500 円程度

●レスト・らん予約 　㊊～㊎ 11:45 ～ 13:00　旬の食
材を使ったこだわりランチをお試しください　前週の
㊎までに予約　￥親子で 500 円

しらはね保育園子育て支援センター
☎ 61-3319

ながと夢保育園子育て支援センター
「ゆめde cafe」　☎ 62-3309

まつやま中央・大宮保育園子育て支援センター
「ねっこ龍ケ崎」　☎ 62-2234

◦ＤＶのご相談　茨城県女性相談センター（茨城県配偶者暴力相談支援センター）☎ 029-221-4166
◦児童虐待　児童相談所全国共通３桁ダイヤル☎ 189 ／いばらき虐待ホットライン☎ 029-322-0293

■年金相談
予約先・問　土浦年金事務所お客様相談室☎
029-825-1170（音声案内／最初に「１」を
次に「２」を選んでください）

　土浦年金事務所では、毎月年金相談を行っていま
す。事前予約制で、１カ月前から受け付けできます。
11 月の相談日は 22 日（金）です。

　午前 10 時～午後３時
　社会福祉協議会２階（地域福祉会館内）

■自死（自殺）遺族のつどい
　ゆったりカフェ龍の会

・問　南部☎ 090-6519-3807

　大切な人を自死（自殺）で亡くした方が集う、分
かち合いの会です。ある日突然訪れた悲しみと誰に
も分かってもらえないつらさなど、ありのままの思
いを語り合い、支え合う場です。予約不要。電話で
の相談も受け付けていますので、ぜひ一度ご連絡く

ださい。
　11 月 30 日（土）午後１時 30 分～３時 30 分
　市民活動センター１階多目的室
　500 円

■龍ケ崎地方家族会（ピアかたつむり）
問　長瀬☎ 090-5425-2236

　家族の中に精神障がいの当事者を持つ父母やきょ
うだいが集まり、毎月１回「家族を支える会」を開
催しています。家族や親族だけが参加できる会で、
病気や福祉制度についての勉強や、安心して悩みを
話し合い多くの参考意見が聞ける場です。事前の申
し込みは不要です。ぜひ一度お立ち寄りください。

・ 　11 月２日（土）午後１時 30 分～３時 30 分・
利根町布川地区コ／ 12 月７日（土）午後１時 30
分～３時 30 分・市民活動センター
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▶開館：平日 9:00 ～ 16:00 ／第５㊏ 9:00 ～ 12:00
※予約のあるイベントは毎月１日から受付
●木のおもちゃで遊ぼう（赤ちゃん木育おもちゃ広場）

７㊍ 11:00 ～ 11:30
●おやまのおはなし会（そよかぜ）　14 ㊍ 11:00 ～

11:30　手遊びや歌など
●身体測定　15 ㊎ 10 カ月未満＝ 10:20 ～ 10:40 ／ 10

カ月以上（立っちができる子）＝ 11:30 ～ 12:00
●お母さんのカイロプラクティック予約 　19 ㊋ 10:00

～ 10:40　カイロプラクターによる健康体操　定６組
●ぽにょぽにょくらぶ 予約 　20 ㊌ 10:45 ～ 11:15　親

子のふれあい遊び　対０歳児　定 15 組
●親子ビクス予約 　21 ㊍ 11:00 ～ 11:30　講師は体操

指導講師・中川英子先生　対１歳児　定 15 組
●11月生まれの誕生会　22 ㊎ 11:00 ～ 11:30　誕生月

のお子さんは 10:30 までにお越しください
●いっしょにあそぼう予約 　25 ㊊ 11:00 ～ 11:30　対

１歳～１歳５カ月　定 15 組
●言語聴覚士講演会　27 ㊌ 11:00 ～ 11:30　講師は岩

崎早希先生
●ファミリーコンサート【土曜開館】　30 ㊏ 11:00 ～

11:30　開館は 10:00 ～ 12:00。０歳からのクラシッ
クやパプリカ、アイスクリームなど。演奏は「おふと
んクインテット」フルート・西村葵さん（当市出身）、
クラリネット・三井崇裕さん、ホルン・堀風翔さん

●ミニミニシアター　イベント日以外の 11:00 ～ 11:30
●子育てコンシェルジュ　開館日の第１～３㊌ 10:00 ～ 15:00
●子育てに関する相談　随時受け付け

●芋ほりごっこ　2 ㊏ 10:00 ～ 16:00
●ベビーマッサージ 予約 　7 ㊍ 10:30 ～ 11:00　定５

組　１㊎ 10:00 から受付
●子育てコンシェルジュ出張相談　8・22 ㊎ 13:30 ～

15:30
●カイロプラクティック予約 　12 ㊋ 10:00 ～ 11:00　

定５組　1 ㊎ 10:00 から受付
●赤ちゃんの身体測定の日　16 ㊏ 10:00 ～ 16:00
●０歳のふれあいあそび　16 ㊏ 11:00 ～ 11:15
●絵本読み聞かせ　21 ㊍ 10:00 ～ 10:30
●バザー　21 ㊍ 10:00 ～ 16:00
●クリスマスリースを作ろう　25 ㊊ 10:00 ～ 16:00
●11月生まれのお誕生会　28 ㊍ 11:00 ～ 11:20　誕生

月のお子さんは 10:45 までにお越しください

●おおきくなーれ　5 ㊋ 10:00 ～ 12:00　身体測定
●出前保育「吊り飾りをつくろう」　7 ㊍馴柴コ・13 ㊌

長山コ 10:30 ～ 11:30
●講習会「“ぽっとん落とし”を作ろう」予約 　16 ㊏ 9:45

～ 10:45　ペットボトルで作ります　定６組　11 ㊊
13:30 から受付

●ゆりかごおはなし会　18 ㊊ 10:30 ～ 11:00　対０歳児
●救急講習日　19 ㊋ 10:30 ～ 11:30　看護師から救命

法や AED の使い方を学びます
●とことこおはなし会　21 ㊍ 10:30 ～ 11:00　対１歳

児以上

凡例： 予約 要予約／対対象／定定員／￥料金
　持ち物などは予約時にご確認ください。詳細はお問い合わせいただくか、QR コー
ドから HP をご覧ください。各支援センターでは、子育て相談なども受け付けてい
ます。ぜひご利用ください！

さんさん館子育て支援センター
☎ 62-0123

ときわ保育園地域子育て支援センター
☎ 60-2122

駅前子どもステーション子育て支援センター
☎ 66-8022

※秘密は厳守します

■ 11 月の無料相談
問　市民窓口課☎内線 202

種類 法律相談

相談日 ６日（水） 13 日（水） 20 日（水）

受付日 10月30日（水） ６日（水） 13 日（水）

定員 ８人

予約受付
時間など

◦申し込みは受付日のみ
◦受付時間：午前８時 30 分
　　　　　　～午後５時 15 分
◦定員を超えた場合は抽選により決定

時間
午後１時 10 分～４時 30 分

（１人あたり 25 分間）
場所 市役所附属棟２階・第１会議室

相談員 弁護士

■社会保険労務士による《無料》総合労働相談
予約先・問　社労士会事務局☎ 029-350-4864

　労働・社会保険、安全衛生、採用・退職・解雇、賃金、
その他労務管理上の問題、ハラスメント、各種助成
金など。平日午前 10 時～午後４時（正午～午後１
時を除く）に申し込み。

　11 月 13 日（水）午後１時 30 分～４時 30 分
　市役所附属棟１階・第３会議室

相談員　社会保険労務士（２人）

■行政書士による《無料》暮らしの相談
問　佐川☎ 66-2243

　直接会場にお越しください。予約不要です。
　11 月 10 日（日）午後１時～３時
　市商工会・まいん２階

　相続・遺言・農地転用・入国管理・各種
許可申請手続き他

相談員　市在住の行政書士数人
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　11月のたつのこアリーナ「サブアリーナ」の利用は、月・火・木・
土曜日＝卓球・バスケ・ボルダリング／水・金・日曜日＝卓球・
バスケ・バドミントンです。
　各イベントの詳細は直接お問い合わせください。

※スポーツカレンダー最新版はアリーナHPをご覧ください

11月のイベント
カレンダー

10 月 30日～
11月 24日

市民文化芸術フェスティバル▢文

２～ 17日 郷土作家展「北澤廣城」展▢歴

30日 教育の日　中高生による「たつのこ
未来トーク」▢文

▢文＝文化会館 ▢歴＝歴史民俗資料館

文化会館・歴史民俗資料館

問：文化会館☎ 64-1411
歴史民俗資料館☎ 64-6227

スポーツ

ア＝アリーナ フ＝フィールド ス＝スタジアム

２日 新人バドミントン大会
茨城県南地区予選会ア

２日 ランニングクリニックフ

２・３日 第 34回龍ケ崎学童野球大会ス

３日 市民スポーツフェスティバル
小学生バレーボール大会ア

３日
関東大学サッカーリーグ
中央大学　vs　早稲田大学
筑波大学　vs　流通経済大学フ

４日 スポーツフェスティバルミニサッ
カー大会ア

４日 県南地区高体連秋季陸上競技大会フ

７・14・
28日 バドミントンタイム・卓球タイムア

９日
関東大学サッカーリーグ
駒澤大学　vs　東洋大学
立正大学　vs　流通経済大学フ

10日 第 17回たつのこ杯　龍ケ崎柔道大会ア

10日 JFL　流経大ドラゴンズ龍ケ崎
vs　HondaFCフ

10日 ヤングリーグ東西一年生大会ス

14日 八原コミュニティセンター
グラウンドゴルフ大会フ

16日 ローズカップ（バウンドテニス）ア

16・17日 R-CUP（硬式）ス

17日 ドッジボール大会ア

17日 2019 年度たつのこ錬成会（空手）ア

17日 龍ケ崎サッカー連盟フ

20～ 22日 全国高等学校ハンドボール選抜大会ア

20日 オープンウォーキング・オープン
フィールドフ

23日 第 56回龍ケ崎市長・議長杯
市民バレーボール大会ア

問：たつのこアリーナ☎ 64-8674

市のイベント

３日 まいんバザール【にぎわい広場】

９日 たつのこマルシェ【さんさん館前】

10日 わがまちクリーン大作戦（市内一斉
清掃）

17日 日曜朝市　やさい村【にぎわい広場】

23日 商業まつり「いがっぺ市」
【商店街大通り・にぎわい広場】

スポーツ

23 日 関東大学サッカーリーグ
駒澤大学　vs　流通経済大学フ

23日 横浜・湘南交流戦ス

24日 第 42 回市民スポーツフェスティバ
ル　ソフトバレーボール大会ア

24日 サッカー連盟フ

24日 審判講習会ス

30日 ヘルシーボール大会ア

30日 健幸マイレージ　ウォーキングイベ
ントフ

30日

①流通経済大学　vs　６大学理工学
部オールスターズ
②流通経済大学　vs　日体大準硬式
野球部ス
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投稿募集中！ 　イラストや文芸・市内の写真・サークルなどの紹介・我が家のプチ自慢などの投稿を募集して
います。詳細は市公式HPから「『りゅうほー』投稿記事募集 !」で検索！

　　　　　大満足のコロッケ FES
　先日、龍ケ崎市で開かれた「第７回全国コ
ロッケフェスティバル」に行きました！　全
国各地の名物コロッケを求めて、たくさんの
コロッケ好きの方々で賑わっていました。見るもの見るもの全
てのコロッケがおいしそうに見えて、どのコロッケを食べよう
か迷ってしまうくらい、多種多様なコロッケが集結していたコ
ロッケフェスティバル。両手いっぱいにコロッケを携えた方々
を見て（私も含め）、コロッケが人を魅了する力を再確認した 1
日でした。コロッケ大好き！

【広報大学生ボランティア：関森】

盛況！　秋祭り
　初秋を迎え、いろいろなところで秋祭りが開催されていますね！
　９月 29日に、藤ケ丘５丁目の公園で町内会の秋祭りが開催
されました。ポップコーンや綿菓子の無料配布、金魚すくい、
えのき会さん主催の輪投げやホールインワンゲーム、商工会さ
んのまいんコロッケの販売もありました！　最後は抽選会も行
われ、くじ引きは子どもたちに引いてもらい、老若男女大盛り
上がりでした。

【広報ボランティア：小山】

広報
ボランティア
レポート

　旅先やお出かけ先でぼくのぬいぐるみキーホ
ルダーと一緒に撮影した写真を募集している「ま
いりゅうと一緒」コーナー。最近、せっかくの
投稿にいろんな不備があって困ってるんだよ～
ん！　投稿するときは次のルールを守ってね♪
　メールで投稿の場合は、タイトルを「まい

りゅうと一緒投稿」に、本文には撮影場所・投稿者氏名（PN希望
の場合は併記）・住所・コメントに写真を添えて、シティセールス課
E citysales@city.ryugasaki.ibaraki.jp に送ってね！　採用される
とぼくからなにかが届く…かも？
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消防団が訓練の成果を競う　龍ケ崎市消防ポンプ操法競技大会開催

６カ国の外国人が参加　農業体験で国際交流

竜ヶ崎一高射撃部所属選手が全国大会で優勝！ 茨城国体で活躍！

ポンプ車の部（第９分団） 小型ポンプの部（第５分団第１部）

　９月５日、龍ケ崎市国際交流協会（会長：丹羽寛子）
が主催し、都内に住む稲刈りに興味がある外国人を招
き、稲刈りイベントを開催しました。８年目となる今
年は、フィンランド・メキシコ・シンガポール・イタ
リア・ドイツ・アメリカ合衆国の６カ国から訪れてい
る 14人が参加しました。
　参加者は、慣れない作業に試行錯誤しながらも、稲
穂の刈り取りに汗を流しました。
　参加者からは、「東京から近く、田舎を感じられた。
収穫したばかりのお米で作ったおにぎりも、とてもお

いしい。龍ケ崎市のお米は世界一。来年も参加したいです」「田んぼは緑のパッチワーク。メルヘンの世界
です。龍ケ崎市の田んぼの景色が大好きです」「龍ケ崎市の皆さん、とてもやさしく親切。素晴らしいおも
てなしをありがとう」と、大好評でした。

　９月 18 日、竜ヶ崎第一高等学校射撃部所属の本橋
一馬さん（写真中央）と佐々木真由さん（写真左）が、
同校の羽成邦男校長らとともに中山市長を訪れ、今年
７月に行われた「全国高等学校ライフル射撃競技選手
権大会」での入賞（本橋一馬さんがビームライフル個人・
優勝）を報告してくれました。
　中山市長からは、生徒たちに「地元茨城で開催され
る茨城国体での活躍、龍ケ崎から世界へ羽ばたき、ぜ
ひオリンピック出場を目指してほしい」とエールが送
られました。
　また、同校射撃部所属の峰風花さん（３年）、本橋一
馬さん（２年）、佐々木真由さん（２年）は、10 月４
日～６日に開催された茨城国体・ライフル射撃競技に出場し、峰さんはビームライフル個人の部で３位、佐々
木さんはビームピストル個人の部で３位に輝きました。
　同校射撃部は、毎年、全国大会で入賞者を輩出し、全国でもトップレベル。今後のさらなる活躍を期待し
ます。

　９月 15日、市役所北側駐車場で、「第 54回龍ケ崎市消防ポンプ操法競技大会」が開催されました。当日
はポンプ車の部９チーム、小型ポンプの部18チームがそれぞれ出場し、ポンプ車の部では第９分団（馴馬町）、
小型ポンプの部では第５分団第１部（下八代）が優勝に輝きました。
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　８月 26 日、市内の小中学校教職員を対象に、
救急救命講習会を開催しました。この講習会は当
市と流通経済大学との龍・流連携事業により、毎
年行われているもので、流通経済大学スポーツ健
康科学部の稲垣裕美教授を講師に招き、市内小中
学校教職員 57人が参加しました。
　教職員は、救命についての講義とワークショッ
プの後、同大学ライフセービングクラブの学生に
も指導支援を受け、胸骨圧迫やAED操作の実技演
習を行いました。受講者は、真剣な表情で実習に
取り組んでいました。

　８月 27 日、流通経済大学スポーツ健康科学部
スポーツコミュニケーション学科助教で同大学バ
スケットボール部ヘッドコーチの小谷究氏（写真
右）から、市内小中学校で活用してほしいと、バ
スケットボールと書籍が寄贈されました。
　寄贈していただいたバスケットボールは、同氏
が株式会社ミカサと共同で開発した授業用６号
ボールで、書籍は同氏が出版した「バスケットボー
ルを楽しく学ぶファンドリル」です。
　市では、バスケットボールを全中学校に、書籍
を全小学校に配布し、体育の授業などで活用させ
ていただきます。

松戸観光大使の
「るみちゃん」が、
外から見た龍ケ崎
の魅力をお届け！
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市内小中学校にバスケ普及を目指し

バスケットボールと書籍を寄贈
小中学校教職員が救急救命を学ぶ

龍・流連携事業「救急救命講習会」
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についてのお問い合わせは市シティセールス課まで。再生紙を使用しています
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　12 月・１月に１歳になるお子さんの写真をお寄せください（写真の返却は
できません／web サイトにも掲載します）。12 月生まれのお子さんの写真は、
10 月 31 日（木）まで受け付けます（必着）。締め切り日を過

ぎたものは掲載できませんのでご注意ください。お子さんの氏
名（よみがな）・住所・電話番号、生年月日・性別を添え、写
真の裏にもお子さんの氏名と生年月日を書き、りゅうほー編集
室「わがやの天使」係まで。メールでの応募はQRコードから。

休日当番医

10月 27 日（日）

鴻巣クリニック
☎ 61-0151

池田病院 ☎ 64-1152
11 月３日（日）

朝野循環器内科クリニック
☎ 62-0178

村井医院 ☎ 62-3380
11 月４日（月）

渡利耳鼻咽喉科医院
☎ 62-4133

野上小児科医院 ☎ 65-3375

朝日奈流空（るあ）くん
10月 19日生（中根台）

大澤菜々（なな）ちゃん
10月 24日生（佐貫）

石川湧羅（ゆうら）くん
10月２日生（中根台）

飯田真帆（まほ）ちゃん
10月 24日生（馴馬町）

毛塚理茉（りま）ちゃん
10月１日生（佐貫）

川村心櫻（ここね）ちゃん
10月 25日生（長山）

大越慧子（けいこ）ちゃん
10月16日生（川原代町）

大越眞子（まこ）ちゃん
10月16日生（川原代町）

高島うたちゃん
10月８日生（藤ケ丘）

西條美嶺奈（みれな）ちゃん
10月３日生（松ケ丘）

寺田蘭七（らんな）ちゃん
10月 19日生（羽原町）

関山日咲（ひさき）ちゃん
10月 10日生（南が丘）

渡部凰獅（おうし）くん
10月 13日生（立野）

小島陽那子（ひなこ）ちゃん
10月 28日生（藤ケ丘）

立花浬（かいり）くん
10月 22日生（城ノ内）

★「るみちゃんさんぽ」は 23ページに掲載しています


